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  ドイツの DB6NT の設計による 47GHz や 75GHz のミキサーは全世界のマイクロウエーバー

に愛用されていて殆どの世界記録がこのミキサーで作られています、このミキサーの特徴

は 2個のダイオードを逆方向に並列接続した、アンチパラレル型といわれる物を使い、局

発が通常の 1／2の周波数で済む事に有り、サブハーモニックミキサーと言われる物です 

  この形式のミキサーの理論的な解析は別紙を見て頂くとして、此処では今回 75GHz のト

ランスバーターに使ったミキサーについて私なりの考察をして見ました 

  第１図にこのミキサーの組立図と第２図にパターン図を示しました、以下此れを元にし

て考えて見ます、導波管から入ってきた LO は導波管内に挿入したプローブでピックアップ

されてストリップラインを通ってダイオードに供給されます、ダイオードの反対側は此れ

もストリップラインに接続されています、このストリップラインの先端は裏面が円形導波

管の径に銅箔がエッチングで取り去られ円形導波管の一部になっていて RF 出力（入力）回

路を構成しています 

  この RF 出力（入力）ストリップラインとダイオードの接合点に局発周波数の 1／4波長

のオープンスタブが設けられています、このスタブは LO 周波数に対してはショートとして

働き、ダイオードを通ったエネルギーはアースに流れ RF 出力（入力）側には現れません 

  此れに対して RF 周波数は LO の約 2倍ですので、このスタブは略 1／2波長となって接続

点ではオープンに近くなり切り離されてラインのインピーダンスに影響を与えません 

  ダイオードの入力側には RF 周波数の 1／４波長のスタブが設けられています、この為ダ

イオードを通った RF エネルギーは此処でアースに流れる事で、LO とのアイソレーション

と変換効率の向上に役立っています 

  ダイオードの入出力側に近い所にそれぞれ直流バイアス回路と半月型のラジアル型スタ

ブが設けられ、RF 側はアースパターンに接続され、LO 側には IF 回路用のパッドが作られ

IF 回路の一部となっています 

  基板は４隅をビスでケースに固定しますが、この内 RF 側の上部は固定金具でカバーされ、

出力円形導波管の反対側にはバックショート用のビスが設けられ、RF ラインとの距離を調

整出来る様になっています 

                    調整について 

  構造的にはこの様な簡単な物なので、調整と言っても RF 側はバックショートの調整しか

有りません、LO 側はプローブの長さの調整や、ストリップライン上にスタブを追加してカ

ットアンドトライで LO 入力が最大になる様にします 

  RF 周波数が測定できるパワーメーターが有れば LO 及び IF 信号を加えて RF 出力を測定

しながら上記の調整をするのですが、この時 LO や RF の大きさによって相互に最適値が有

りますので両方を変えて出力最大値を見つけます、パワーメーターが無い時は他局かマー

カー信号を受信して調整します、それも無い時は取りあえず LO のみを入力して、IF 出力



コネクタにマイクロアンペア計をつなぎ指示が最大になる様にします（アンチペアーダイ

オードの特性が完全に有っていればこの電流は流れませんが、僅かの特性の違いで流れる

電流を計ります） 

  RF 出力最大点が受信時の最良点になるかは不明ですが、今後の実験で分かって来ると思

います                   IF 回路について 

  ここで原形の DB6NT の回路では IF 周波数に 144MHz と日本に比べると低い周波数が使わ

れています（海外では IF に 144MHz が使われる事が多いのは親機の普及度の所為でしょう

か）、その為か IF 回路には比較的大きなパッド（容量にして約５ｐ）や RFC として 0.22uH

のインダクターが設けられている以外 IF のマッチングについては特に考慮されていない

様です、これは IF 周波数が低い為ミスマッチングロスが少ない事と、RF 回路や LO 回路に

影響を与えないで IF のマッチング回路を作る事が難しい為なのかも知れません 

しかし IF を 1200MHz 帯で使おうとすると、此れらの値は大きすぎる様です（1200MHz でこ

のパッドのリアクタンスは約 25 オームになり、此れだけでも SWR が５にもなります）、送

信時にはミスマッチングを無視して入力を大きくすれば済みますが、受信時にはこの部分

のミスマッチロスが問題となります 

此れに関してイギリスの 47GHz グループの興味ある実験報告が Microwave Newsletter の

1999 年 5 月号に掲載されており、以下此れの紹介を兼ねて述べてみます（別紙に訳文と共

に原文のコピーをして置きました） 

  RF 増幅回路の無いミキサーダイオードのみの回路では、続くポストアンプの NF やゲイ

ンを含めて IF 回路の定数はいい加減に出来ない所です、この中でパッドを半分以下にして

いますが、RFC の 0.22uH はそのままです、この二つが 139MHz に共振していると書いてい

ますが、ここで使われているサーフェースマウントの RFC の自己共振周波数は東光の資料

で見ると 160MHz ですから、Lとしてではなく Cとして働いている事になります、従って RFC

だけを考えると 50nH 位が良いのではないかと思います（チップ型では自己共振周波数は

1200MHz）、自立型では 1／4波長の線をコイルにするとこの位になります 

  しかし全体としてはもっと検討する必要が有ります、そこで Eagleware 社の Superstar

を使ってマッチング回路のシュミレーションをして見た結果は第３図の様になりました、

此れはダイオード側のインピーダンスは２００オームとして計算して有ります、パッドに

パラに入るインダクタンスは８nH シリースに７nH パラに６ｐのΠ型となりました 

  この原稿を書いている時点ではこの回路での実験はしておりませんが何れ結果に就いて

後日発表したいと思います 

  最後にアンチパラレル型ミキサーの回路はこれ以外にもアメリカの HAM RADIO 誌の 1978

年 10 月号に発表された物が有りますので興味のある方は参考にして下さい 

                                                                 以上 
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 第 1 図 75GHｚミキサー組立図  

  
 第 2 図 75GHｚミキサー パターン  
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